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喫煙で肺がん リスクが高まることは

よく知られているがく特に酒を全く飲

めない体質の人は喫煙で肺がんの リス

クが大きく上昇することを、愛知県が

んセンター研究所の松尾恵太郎 e分子

疫学部長 らが確かめた。

酒を全く飲めない人は、肺がんにな

りたくないなら「一刻も早く禁煙 した

方がよい」 と警鐘を鳴らすデータとい

える。

愛知県がんセンターで受診 した肺が

ん患者約 700人 と、がんにな っていな

い約 1400人に関して、各人の遺伝子の

DNAを 調べた。

DNAの 型で、アルコァルから代謝

されるアセ トアルデ ヒ ドを分解できて

酒に強い人々 (日本人の半数弱)、 ア

セ トアルデ ヒ ドの分解力が弱 くて飲む

と顔が赤 くなる人 (約45%)、 分解力

がなくて酒をまったく飲めない人 (5
～10%)に分けて解析 したも

いずれも、これまで吸 ったたばこの

量が多い人ほど、肺がんになる確率が

相対的に増えていた。中でも、酒を全

く飲めない下戸の人で、喫煙量に伴う

て肺がん リスクは飛び抜けて上がって

いた。
1日 に吸う20本入りたばこの箱数に

喫煙年数をかけた値が45以上の喫煙者

は、酒を飲めない人で肺がんが非喫煙

者の23倍にもなっていた。   |
飲むと顔が赤くなる人や酒に強い人

では肺がんが大量喫煙で 5～ 7倍に上

がるのに比べると、異常に高い危険陛

だった。 |

同研究所の田中英夫疫学 0予防部長

は「酒を飲めない人は、たばこの煙に

含まれるアセ トアルデヒドを分解でき

ない。この事実が肺がん発症に何らか

の関与をしているのではないか」とみ

ている。 |
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